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P.8 ● すべての社協の「地域における公益的な取組」の発信率100％へ
　～現況報告書への漏れのない記載をお願いします～
● 地域づくりのいろは [新連載・第1回]
地域共生社会推進検討会報告のポイントと小地域福祉活動の意義
東京都立大学人文社会学部 准教授　室田 信一 氏

● 社協活動最前線
淡路市社会福祉協議会（兵庫県）
障害当事者の社会参加を通じて、
地域住民の生活課題の解決と共生循環型地域社会の実現をめざす

● ジモトでつながる災害ボラセン [新連載・第 1回]
「協働」により支えられた災害ボランティアセンター ①（倉敷市社会福祉協議会）

● ともに歩もう！ 社会福祉法人 [新連載・第1回]
全国社会福祉法人経営者協議会　
経営強化委員長・地域共生社会推進委員会副委員長　久木元 司 氏
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2

2
0
4
0
年
の
社
会
の
姿
を

見
す
え
た
取
り
組
み

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
あ

り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
近
年
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
2
0
4
0
年
問

題
で
あ
る
。
2
0
4
0
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
り
、

日
本
の
全
人
口
に
対
す
る
後
期
高
齢
者
の
割

合
は
20
％
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
進
み
、
単
身

世
帯
は
全
世
帯
の
約
4
割
に
増
加
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
産
業
構
造
に
つ
い
て

も
、「
製
造
業
」
の
就
業
者
数
が
減
少
す
る
一

方
、「
医
療
・
福
祉
」
の
就
業
者
数
は
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
2
0
4
0
年

の
社
会
の
姿
を
見
す
え
つ
つ
、「
全
社
協
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
1
」
以
降
の
各
福
祉
分

野
の
制
度
や
主
な
課
題
、
各
社
会
福
祉
組
織

の
現
状
と
課
題
等
を
整
理
し
た
う
え
で
、

2
0
3
0
年
ま
で
の
10
年
間
の
横
断
的
な
取

り
組
み
の
方
向
性
を
提
起
し
て
い
る
。

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
が
め
ざ
す
こ
と

　

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
社
会
福
祉
組
織
・
関

係
者
が
め
ざ
す
社
会
の
姿
と
し
て
、「
と
も

に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

協
働
し
、
日
々
と
も
に
支
え
合
っ
て
、
楽
し

み
や
生
き
が
い
を
見
出
し
、
生
活
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
場
合
で
も
、
社
会
か

ら
孤
立
せ
ず
、
安
心
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
国
が
め
ざ
す
「
地

域
共
生
社
会
の
実
現
」
や
、
国
際
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）」
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
。「
地
域
共
生
社
会
」
と
は
、
制
度
・
分

野
ご
と
の
縦
割
り
や
「
支
え
手
」「
受
け
手
」

の
関
係
を
超
え
、
地
域
住
民
等
の
多
様
な
主

体
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
り
、
相

互
に
役
割
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
と
さ

れ
、
2
0
1
8
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
第
4
条
で
地
域
福

祉
の
推
進
の
理
念
が
、
第
1
0
6
条
の
3
で

は
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て
包
括
的

な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ

明
記
さ
れ
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
理
念
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
住
民
や
社
会
福
祉
組

織
・
関
係
者
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、

S
D
G
s
は
、
2
0
1
5
年
9
月
に
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
17
の
目
標
と

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」こ
と
を
誓
っ
た
開

発
目
標
で
あ
る
。
S
D
G
s
で
示
さ
れ
た
考

え
方
は
、
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
が
こ
れ

ま
で
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
た
社
会
福
祉
の

実
践
に
も
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
S
D
G
s

特　集

　全社協・政策委員会では、2020年 2月 21日、「全社協 福祉ビジョン 2020」（以下、福祉ビジョン）をとり
まとめた。福祉ビジョンは、2011年に公表した「全社協 福祉ビジョン 2011」の到達点をふまえ、2040年の社
会環境の変化を見すえて、社会福祉組織・関係者が課題認識を共有しつつ、主体的に取り組んでいくための羅
針盤として、2020年 4月を始期として策定したものである。
　本特集では、福祉ビジョンの概要を示すとともに、全社協・福祉ビジョン改定作業委員会の委員である東松
島市社会福祉協議会の阿部英一氏に、福祉ビジョンをうけて、社協が今後求められる機能や役割についてご寄
稿いただき、さらに、「協議体」としての性格を有する社協に特に期待される「連携・協働の場づくり」につい
て、土浦市社会福祉協議会と山添村社会福祉協議会の二つの実践事例を紹介する。

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
0
の
概
要

2040年に向けた社会福祉組織・
関係者の取り組みと社協の役割

～「全社協 福祉ビジョン 2020」まとまる～



3    2020  NORMA  APRIL｜MAY  No.336

2040 年に向けた社会福祉組織・関係者の取り組みと社協の役割
～「全社協 福祉ビジョン 2020」まとまる～

特　集

に
取
り
組
む
こ
と
は
「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
に
も
つ
な
が
る
と
い
え
る
が
、
福
祉
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
視
点
を
考
慮
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え

る
。

「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
」の
実
現
に
向
け
た
8
つ
の
取
り

組
み

　

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
が
め
ざ
す
「
と
も
に
生
き

る
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
以

下
、
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
と
し

た
福
祉
組
織
・
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
8
つ

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

①
重
層
的
に
連
携
・
協
働
を
深
め
る

　

地
域
生
活
課
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
多

様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
個
別
に
発

揮
す
る
の
で
は
な
く
、
重
層
的
に
連
携
・
協

働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
多
様
な
主
体

の
「
協
議
体
」
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
社
協

は
、
連
絡
・
調
整
機
能
を
発
揮
し
「
連
携
・

協
働
の
場
」
と
な
り
、
地
域
生
活
課
題
の
解

決
に
向
け
た
情
報
集
約
・
共
有
等
の
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
は
「
連
携
・
協
働
の
場
」

に
お
け
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と

し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

②
多
様
な
実
践
を
増
進
す
る

　

社
会
福
祉
の
対
象
と
な
る
地
域
生
活
課
題

は
多
様
な
形
で
現
れ
る
。
社
会
福
祉
組
織
・

関
係
者
に
は
、
社
会
的
包
摂
の
観
点
に
立
脚

し
、
居
宅
か
ら
施
設
ま
で
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
組
織
・
関
係

者
は
自
ら
が
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

③ 

福
祉
を
支
え
る
人
材
（
福
祉
人
材
）
の
確

保
・
育
成
・
定
着
を
図
る

　

社
会
福
祉
従
事
者
が
や
り
が
い
を
も
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

能
の
強
化
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
環
境
整

備
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
づ
く
り
等

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
人
材
の
参

入
促
進
や
将
来
的
な
福
祉
人
材
の
確
保
に
向

け
、
社
会
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
の
観
点
か
ら
は
、
専
門
職
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
参
加
促
進

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の
理
解
を

広
げ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

④ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
効
率
性
の
向
上
を

図
る

　

今
後
の
相
対
的
な
労
働
力
人
口
の
減
少
を

踏
ま
え
る
と
、
各
職
員
が
専
門
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
多
職
種
の
連
携
・
協
働
を

進
め
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
総
合
力
を
高
め
る

な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
効
率

化
を
図
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
際
し
て
、
業
務
手
順
の
改
善
や

I
C
T
等
の
活
用
に
よ
る
情
報
共
有
の
仕
組

み
づ
く
り
、
職
員
が
複
数
の
業
務
を
担
当
す

る
多
機
能
化
等
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

⑤
社
会
福
祉
組
織
の
基
盤
を
強
化
す
る

　

社
協
が
「
連
携
・
協
働
の
場
」
の
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
事
業
・
活
動
の
意
義

や
成
果
等
を
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
な
か
の
多
様
な
関
係
者
に
示
し
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
共
同
募
金
の
機
能

を
活
か
し
た
地
域
福
祉
の
財
源
の
確
立
や
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
新
た
な
寄

付
金
獲
得
手
法
の
開
発
等
、
財
源
を
多
角
的

に
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
と
も

に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
、
S
D
G
s
を
志
向
す
る
企
業
と
の
協

働
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

⑥ 

国
・
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

強
め
る

　

自
治
体
に
は
住
民
の
福
祉
を
推
進
す
る
責

務
が
あ
り
、
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
は
行

政
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
社
協
が
行
政
か
ら
の
委
託

事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
多
く

は
地
域
生
活
課
題
の
解
決
と
い
う
継
続
的
か

つ
安
定
的
な
事
業
実
施
を
要
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
協
は
委
託
事
業
等
の

効
果
・
実
績
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
委
託
契

約
の
見
直
し
を
働
き
か
け
た
り
説
明
手
法
を

工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自

治
体
や
社
会
福
祉
法
人
、
社
協
が
抱
え
る
課

題
を
集
約
し
、
政
策
提
言
や
要
望
活
動
を
実

施
し
、
自
治
体
と
の
協
働
に
よ
る
課
題
解
決

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑦ 

地
域
共
生
社
会
へ
の
理
解
を
広
げ
参
加
を

促
進
す
る

　

地
域
住
民
は
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
主
体
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

福
祉
活
動
へ
の
理
解
促
進
や
参
加
の
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
は
、
社
会

福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
の
使
命
や
役
割

を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と

の
実
践
を
通
じ
相
互
理
解
を
深
め
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑧
災
害
に
備
え
る

　

社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
は
、
災
害
時
に

お
け
る
自
ら
の
役
割
の
周
知
や
自
治
体
と
の

協
定
の
締
結
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
多
様
な

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、
平
時
か
ら
災
害

に
備
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
係
る
人
材
養
成
等
を
行
う

「
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
設

置
や
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
要
配
慮
者

へ
の
福
祉
的
支
援
を
行
う
「
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
（
D
W
A
T
）」
の
さ
ら
な
る
組
織
化

も
進
め
て
い
く
。
加
え
て
、
平
時
か
ら
の
体

制
整
備
の
た
め
の
公
的
資
金
の
確
保
と
法
整

備
の
実
現
も
め
ざ
し
て
い
く
。

※
「
全
社
協　

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
0
」

　

�U
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nload/vison.2020.htm

l

全社協 福祉ビジョン 2020

全社協
福祉ビジョン
2020

全
社
協
　福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
0

ともに生きる
豊かな地域社会の
実現をめざして

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

社会福祉法人  全国社会福祉協議会

社
会
福
祉
法
人  

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

社会福祉法人 全国社会福祉協議会
　　　　　　 政策委員会

（構成組織）
都道府県・指定都市社会福祉協議会
市区町村社会福祉協議会〈地域福祉推進委員会〉
全国民生委員児童委員連合会
全国社会就労センター協議会
全国身体障害者施設協議会
全国保育協議会
全国保育士会
全国児童養護施設協議会
全国乳児福祉協議会
全国母子生活支援施設協議会
全国福祉医療施設協議会
全国救護施設協議会
全国地域包括・在宅介護支援センター協議会
全国ホームヘルパー協議会
日本福祉施設士会
全国社会福祉法人経営者協議会
障害関係団体連絡協議会
全国厚生事業団体連絡協議会
高齢者保健福祉団体連絡協議会
全国老人クラブ連合会

20/03/23
1075-2R02_ 全社協 福祉ビジョン 2020_ 表紙
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課
題
の
把
握
と
支
援
に
つ
な
げ
る

「
ス
ク
ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
議
」
と

「
ふ
れ
あ
い
調
整
会
議
」

　

茨
城
県
で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
圏
域

の
住
民
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
が
協
働
し
、
適
切
な
フ
ォ
ー
マ

ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る「
茨
城
型
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」

を
、
市
町
村
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
、
平
成

6
年
度
に
開
始
し
た
。
土
浦
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
市
社
協
）
は
、
こ
の
補
助
事

業
を
市
か
ら
受
託
し
、
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
市
内
7
中
学
校
区
公
民
館
に
配

置
し
、
課
題
把
握
や
情
報
集
約
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

毎
月
定
例
で
行
政
等
の
担
当
者
も
集
ま
っ
て

個
別
事
例
を
検
討
す
る
「
ス
ク
ラ
ム
ネ
ッ
ト

会
議
」
を
開
催
し
て
い
る
。
家
庭
医
の
決

定
・
往
診
、
訪
問
診
療
等
、
医
療
と
の
壁
が

極
め
て
低
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
ま

た
、
医
師
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
医
師
や
薬
剤

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
各
種
相
談
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
参
加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
調

整
会
議
」
も
隔
月
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の

会
議
で
は
、
ス
ク
ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
議
で
決
定

し
た
支
援
方
針
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
も
検
討

す
る
。
な
お
、
直
接
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
は
、
速
や
か
に
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
緊
急
に
対
応
等
の
検
討
を
要
す
る
場
合

は
、
緊
急
ス
ク
ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
定
例
や
緊
急
の
ス
ク

ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
議
で
、
ま
ず
は
関
係
者
で

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
そ
の
後
の
対
応
や
支
援

を
検
討
す
る
。
実
施
後
に
支
援
の
効
果
や
成

果
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
支

援
の
継
続
や
変
更
の
方
針
を
検
討
し
、
対
象

者
の
希
望
す
る
生
活
に
よ
り
近
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
買
物
支
援
事
業
の
展
開

　

土
浦
市
で
は
、
平
成
30
年
11
月
に
民
間
の

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
買
物
支
援
事
業
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
が
始
ま
っ
た
背
景
に

は
、
買
い
物
弱
者
の
増
加
と
い
う
地
域
課
題

が
市
社
協
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。
市
社
協
に
課
題
が
寄
せ
ら
れ
た
の

は
、
平
成
19
年
に
民
間
の
社
会
福
祉
法
人
の

ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
民
間

社
会
福
祉
施
設
協
議
会
」
の
事
務
局
が
市
社

協
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
現
在
は
、

市
社
協
と
は
別
の
社
会
福
祉
法
人
内
に
事
務

局
を
移
し
て
い
る
が
、
継
続
的
に
密
接
な
連

携
を
図
っ
て
お
り
、
市
社
協
の
各
支
部
の
職

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
0
を
う
け
て

～
社
協
に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
役
割
を
考
え
る
～

 

東
松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
常
務
理
事
・
事
務
局
長
　
阿
部
　
英
一

　
「
全
社
協
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
作
業
委
員

会
」
に
市
町
村
社
協
の
立
場
か
ら
参
画
し
た
。

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

状
況
を
認
識
し
、
2
0
4
0
年
問
題
が
提
起

す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当
面
、

2
0
3
0
年
ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
社
会

福
祉
組
織
・
関
係
者
の
横
断
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
を
示
し
た
羅
針
盤
で
あ
る
。
同
時

に
、
社
協
が
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
の「
連

携
・
協
働
の
場
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
へ

の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、
社
協

以
外
の
委
員
か
ら
「
社
協
が
何
を
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
」「
社
協
に
は
あ
ま
り
期
待
し

て
い
な
い
」
と
の
苦
言
が
呈
さ
れ
た
場
面
も

あ
っ
た
。
社
協
に
対
す
る
期
待
の
裏
返
し
と

と
ら
え
、
実
践
を
通
じ
て
こ
う
し
た
思
い
に

答
え
を
返
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
改
革
が
行
わ
れ
る
な
か
、
地

域
福
祉
の
推
進
が
施
策
化
さ
れ
、
そ
の
担
い

手
は
必
ず
し
も
社
協
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た

今
、
社
協
の
一
員
と
し
て
大
き
な
危
機
感
を

感
じ
て
い
る
。
所
属
す
る
東
松
島
市
社
協
は
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
初
め
て
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
取
り
組
み
、
被
災
者
の
抱
え

る
課
題
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
時
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
強
化
に
ま
で
つ
な
げ

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
実
施

責
務
の
あ
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

が
重
要
と
考
え
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
や
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
国
庫
補
助

事
業
の
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援

体
制
構
築
事
業
等
を
社
協
が
実
施
す
る
意
義

や
必
要
性
を
提
案
・
受
託
し
た
こ
と
で
、
現

在
も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
に

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
へ
の
連

携
・
協
働
を
働
き
か
け
、
身
近
な
圏
域
に
お

け
る
相
談
支
援
窓
口
を
開
設
す
る
な
ど
、

「
連
携
・
協
働
の
場
」
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
の
土
台
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

　

社
協
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
事
業
・
活
動

を
通
じ
、
地
域
の
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
。
私
は

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
を
「
連
携
・

協
働
の
場
」
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
何
か

新
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
の
求

め
る
社
協
が
、
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
で

組
織
さ
れ
る
「
協
議
体
」
で
あ
り
、
連
絡
・

調
整
役
で
あ
る
こ
と
に
も
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
を
再
認
識
し
、
社
協
は
地

域
の
社
会
福
祉
組
織
・
関
係
者
の
調
整
役
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
生
活

課
題
の
解
決
に
向
け
、
先
導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
る
。

事 例 ❶

地
域
課
題
の
把
握
と
解
決
を
め
ざ
し
た
、
関
係
者
を

つ
な
ぐ
細
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

茨
城
県
・
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
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2040 年に向けた社会福祉組織・関係者の取り組みと社協の役割
～「全社協 福祉ビジョン 2020」まとまる～

特　集

員
（
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
事

業
の
周
知
と
申
込
受
付
を
担
当
す
る
な
ど
の

役
割
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
こ
の

事
業
に
参
加
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
で
は
、

中
学
校
区
ご
と
に
事
業
の
担
当
法
人
が
決
め

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
空
き
時
間
に
空
き
車
両

を
活
用
し
て
、
高
齢
者
の
自
宅
と
近
隣
ス
ー

パ
ー
の
間
を
送
迎
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

事
業
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、
令
和
元
年
9
月

に
は
、
市
内
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

る
株
式
会
社
が
買
物
支
援
の
た
め
の
さ
ら
な

る
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
市
社
協
で
は
、
バ
ス
運
行
の
行

程
表
の
作
成
と
事
業
の
周
知
に
協
力
し
て
い

る
。

【主題】
住民が主体的に地域課題を把握し
解決していける体制づくり

ふれあい
いきいきサロン

地域住民

シルバー
リハビリ
体操の会

いきがい
対応デイ
サービス

ボランティア

NPO法人
行政

介護サービス
事業所

医療機関

町内会

民生委員
児童委員

生活支援
コーディネーター
（社協職員）

生活支援
コーディネーター
（地域ケア

コーディネーター）

地域住民などに
出前講座や研修会

を開催

［新規］
地域住民の中から
中心的に活動
できる方を養成

住民が一人の困りごとを
我が事として捉えることができる
【新規】協議体を各階層ごとに設置

第一層
（市全域）

第二層
（中学校区）

第三層
（小学校区）

第
一
層
・
第
二
層
か
ら
設
置
し
そ
の
ス
キ
ー
ム
を
第
三
層
設
置
に
活
か
す

ふれあいネットワーク
を活用

我が事・丸ごと　地域共生社会の構築に向けて

一人を支援し地域を創る

【目指す地域像】

小学校区ごとに
支部社協を設立し
地域住民が主体的に
課題解決を担う
（H30年度以降順次）

第一層・第二層・第三
層が連携し、
①市全体として取り組
　むべき課題
②困難な事例
③個別の課題等に対応

新たな社会資源の
開発や福祉分野以外
の社会資源との
ネットワーク構築を
とおして地域づくり
を促進

地域の
集いの場

様々な
社会資源

地域住民
など

【主題】
包括的な相談支援体制づくり

市民
（相談者）

地域包括支援
センター

障害者相談支援
事業所

在宅介護支援
センター

生活困窮者
自立支援法
による相談窓口

広範な社会資源

【主題】
多様な社会資源をネットワーク化し、

縦割りを解消

［新規］
相談体制包括化推進員
社協に一名配置

多機関の協働による
包括的支援体制構築事業 ※生活支援コーディネーター：地域の生活課題を把握し解決に向けてコーディネート機能を果たす人

成年後見
センター

居宅介護
支援事業所

行政機関

民生委員・
児童委員

地域の中にも相談を
受け止められる体制構築

地域ケアコーディネーター
（生活支援コーディネーター）

各中学校区に配置
スクラムネット・ふれあい訪問

会議を活用して
［新規］推進会議を実施

地域力強化推進事業

対
象
者
を
限
定
せ
ず
に
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
丸
ご
と

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

支
援

相
談

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
相
談
に
対
し
て
多
機
関
が
適
切
に

連
携
で
き
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

図 1　土浦市　我が事・丸ごと全体図

二中地区ふれあい調整会議の様子
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地
区
社
協
の
設
立
に
向
け
た
、

事
業
・
活
動
の
あ
り
方
の
検
討
と

委
託
事
業
の
受
託

　

市
社
協
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
求
め
ら
れ
た
平
成
24
年
度
か
ら
、

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
な
か
で
、
新
規
事
業
を
積
極
的
に

受
託
し
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
で
き
る
地
域
密

着
型
の
総
合
相
談
機
関
と
な
る
こ
と
を
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
た
。
同
時
に
、
新
規
事
業

の
受
託
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
の

確
保
を
図
る
こ
と
も
め
ざ
し
た
。
市
社
協
で

は
、
各
支
部
を
起
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
る
が
、
地
区
社
協
を
設
立
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
関
連
し
た
国
庫
補
助
事
業
の
早

期
実
施
と
市
社
協
へ
の
委
託
を
行
政
に
提
案

し
た
。
ス
ク
ラ
ム
ネ
ッ
ト
会
議
を
は
じ
め
と

す
る
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
土
浦
型
地
域
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
力
強
化

推
進
事
業
や
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的

支
援
体
制
構
築
事
業
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
を
ま
と
め
て
受
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
第
3
層
の
協
議
体

を
作
り
、
こ
れ
を
将
来
的
な
地
区
社
協
の
設

立
に
結
び
つ
け
る
計
画
を
立
て
た
。
こ
の
考

え
方
は
、
平
成
30
年
度
策
定
の
第
3
次
土
浦

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
も
反
映
さ
せ
て
い

る
。

　

地
域
課
題
の
複
雑
化
・
高
度
化
は
今
後
ま

す
ま
す
進
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま

で
先
達
が
築
い
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
基
本
と

し
て
、
さ
ら
に
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

を
進
め
つ
つ
、
市
社
協
が
社
会
福
祉
組
織
・

関
係
者
や
住
民
の
信
頼
に
足
る
こ
と
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら
も
役
職
員
一
同
、
会
員
で
あ

る
住
民
や
関
係
団
体
、
企
業
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
と

ニ
ー
ズ
の
把
握

　

山
添
村
は
、
人
口
3
4
3
9
人
、
高
齢
化

率
47
・
4
％
（
令
和
2
年
3
月
末
現
在
）
の

村
で
あ
る
。
山
添
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、
村
社
協
）
で
は
、
平
成
26
年
に
住
民
と

協
働
で
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し

た
。
策
定
の
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
た

「
地
域
福
祉
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
全

1
1
0
9
世
帯
の
う
ち
9
5
8
世
帯
（
約

86
％
）
が
「
山
添
村
で
住
み
続
け
た
い
」
と

事 例 ❷

限
ら
れ
た
社
会
資
源
を
生
か
し
た

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

奈
良
県
・
山
添
村
社
会
福
祉
協
議
会

回
答
し
て
い
る
。
こ
の
願
い
の
実
現
の
た
め
、

住
民
、
福
祉
団
体
、
行
政
、
村
社
協
が
連

携
・
協
働
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。
一
人
ひ
と
り

の
“
生
活
の
し
づ
ら
さ
”
を
解
消
・
解
決
す

る
た
め
の
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
行
動
が
必

要
と
考
え
、
同
計
画
の
基
本
理
念
を
、「
心
よ

り
そ
う
郷
（
さ
と
）
づ
く
り
～
ひ
と
り
ひ
と

り
の
○
○
し
た
い
を
“
カ
タ
チ
”
に
す
る
～
」

と
し
た
。

　

同
計
画
で
重
点
化
し
た
大
字
単
位
の
小
地

域
福
祉
活
動
で
は
、
住
民
が
主
体
性
を
持
つ

こ
と
で
、
自
ら
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
地
域

の
生
活
課
題
に

気
づ
く
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る

と
考
え
た
。
ま

た
、
小
地
域
福

祉
活
動
へ
の
参

加
を
通
し
て
、

村
社
協
に
住
民

の
“
生
の
声
”

が
届
く
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
潜
在

化
し
て
い
た
細

か
な
個
別
ニ
ー

ズ
が
浮
き
彫
り

に
な
り
、
職
員

と
と
も
に
そ
の

解
決
方
法
を
考

え
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

徐
々
に
で
は
あ

る
が
、“
地
域

の
福
祉
力
”
の

高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
に
は
、
行
政
か
ら
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
を
受
託
し
、
第
1
層
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
1
名
）
を
配

置
し
た
。
最
初
に
、
生
活
課
題
を
さ
ら
に
掘

り
下
げ
る
た
め
に
、
約
1
0
0
名
の
独
居
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、「
庭
の
草
取
り
や
菜
園

の
管
理
、
野
菜
の
収
穫
、
大
が
か
り
な
掃
除

が
で
き
な
い
」
な
ど
、
既
存
の
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
生
活
課
題
が
よ
り

具
体
的
に
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
、「
自
分
は

支
援
を
受
け
る
側
で
は
な
く
、
支
援
す
る
側

ふだんの暮らしや
活動をふりかえる

気になる！やってみる！

みんなで共有解決策を考えて、
仕組みをつくる

図 2　「気づき」から始まる「心よりそう　郷づくり会議」
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2040 年に向けた社会福祉組織・関係者の取り組みと社協の役割
～「全社協 福祉ビジョン 2020」まとまる～

特　集

だ
」
と
、
意
欲
的
に
話
す
方
も
お
り
、
そ
の

後
の
人
材
発
掘
に
も
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

連
携
・
協
働
の
場

「
こ
こ
さ
と
会
議
」

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
、
村
社

協
は
数
回
に
わ
た
り
議
論
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
は
「
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
で
は
な
く
、
新
た

な
地
域
づ
く
り
・
支
え
合
い
活
動
」
や
「
住

民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
支
え
合
い
」
が

必
要
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
「
心
よ
り
そ
う
郷
づ
く
り

会
議
（
以
下
、
こ
こ
さ
と
会
議
）」
で
住
民
と

の
対
話
が
始
ま
っ
た（
計
5
回
実
施
）。
こ
こ

さ
と
会
議
に
は
「
身
体
が
不
自
由
だ
っ
た
夫

が
元
気
に
な
り
、
時
間
と
気
持
ち
に
“
ゆ
と

り
”
が
で
き
た
。
こ
の
“
ゆ
と
り
”
を
誰
か

の
た
め
に
使
い
た
い
」「
母
が
村
で
一
人
暮
ら

し
で
き
た
の
は
、
地
域
の
助
け
が
あ
っ
た
か

ら
。
お
返
し
を
し
た
い
」「
将
来
、
自
分
が

困
っ
た
時
に
利
用
で
き
る
し
く
み
を
、
今
か

ら
創
り
出
し
た
い
」
等
の
想
い
を
持
つ
住
民

が
参
加
し
た
。
地
域
の
生
活
課
題
を
解
決
す

る
し
く
み
に
つ
い
て
住
民
自
ら
が
意

見
を
出
し
合
い
、
検
討
を
重
ね
た
。

そ
し
て
、「
10
年
後
の
未
来
を
見
す

え
て
、
今
か
ら
学
習
し
て
い
こ
う
、

今
か
ら
創
り
出
し
て
い
こ
う
、
今
か

ら
活
動
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
住

民
参
加
型
の
助
け
合
い
活
動
の
立
ち

上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら

　

立
ち
上
げ
検
討
会
は
、
行
政
や
村

社
協
が
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
参

加
者
自
身
が
「
我
が
事
」
と
と
ら
え
、

実
施
方
針
や
活
動
内
容
等
を
検
討
し

た
。
試
行
的
な
実
施
や
養
成
講
座
の

開
催
、
本
格
的
な
始
動
に
向
け
、
参

加
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
想
い
の
共

有
を
行
っ
た
。
住
民
（
活
動
主
体
）・

行
政
（
資
金
的
支
援
）・
村
社
協
（
連

絡
・
調
整
）
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
、
三
者
が
連
携
・
協

働
し
、
令
和
元
年
11
月
に
「
住
民

参
加
型
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
『
こ
こ
さ
と
』」
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

活
動
か
ら
始
ま
る
気
づ
き

の
サ
イ
ク
ル

　
「
こ
こ
さ
と
」
の
活
動
で
は
、
多

く
の
発
見
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

あ
る
独
居
高
齢
者
か
ら
亡
夫
の

「
衣
服
を
整
理
し
て
欲
し
い
」と
依

頼
が
あ
っ
た
。
活
動
を
終
え
た
住

民
の
な
か
に
は
「
思
い
出
話
を
し

な
が
ら
、
衣
服
だ
け
で
な
く
、
気

持
ち
の
整
理
も
お
手
伝
い
で
き

た
」
と
、
助
け
合
い
の
違
っ
た
側

面
を
見
出
し
た
方
も
い
た
。
ま
た
、

活
動
当
日
は
、
資
源
ゴ
ミ
の
回
収

日
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

衣
服
を
入
れ
た
ゴ
ミ
袋
が
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
数
袋
の
ゴ
ミ
袋

を
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
っ

た
活
動
上
の
気
づ
き
や
課
題
は
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
、
後
日
の
こ
こ
さ
と
会
議
に
持
ち

込
み
、
話
し
合
う
サ
イ
ク
ル
も
で
き
つ
つ
あ

る
。
さ
ら
に
、「
こ
こ
さ
と
の
活
動
だ
け
で
は
、

限
界
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
関
わ
る
人
を
増

や
し
、
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
、
こ
こ

さ
と
会
議
主
催
の
「
地
域
支
え
合
い
・
助
け

合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
に
向
け
た
機
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
（
令
和
2
年
3
月
に
開

催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
た
）。
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
こ
こ
さ
と
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
「
福
祉
劇
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
来

場
者
に
村
の
生
活
課
題
を
伝
え
、
そ
し
て
、

「
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
」を
発
信
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。

　

人
、
企
業
、
関
係
団
体
等
、
地
域
の
社
会

資
源
が
限
ら
れ
た
な
か
で
、
試
行
錯
誤
の
連

続
だ
が
、
住
民
・
行
政
・
村
社
協
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
お
互
い
の
想
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
カ
タ
チ
に
し
て

い
く
こ
と
で
、「
心
よ
り
そ
う
郷
づ
く
り
」
の

願
い
が
叶
う
と
信
じ
て
い
る
。

「ここさと会議」でのワークショップ

有償ボランティアグループ「ここさと」の活動の様子
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平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
社
会

福
祉
法
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法

人
は
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
が

責
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
社
協
を
含
む
社
会
福
祉
法
人

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
の
関

係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
し
な
が

ら
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
と
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施

設
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
圏
域
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
圏
域
に
お
い

て
も
全
国
各
地
で
実
践
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
他
方
で
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
は
、

毎
年
6
月
末
ま
で
に
現
況
報
告
書
等
を
所
轄

庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
※
）。

　
現
況
報
告
書
等
は
、「
社
会
福
祉
法
人
の

財
務
諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
」（
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
が
運
用
）
を
使
用
し

て
提
出
さ
れ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
上
で
、
す
べ

て
の
社
会
福
祉
法
人
の
現
況
報
告
書
等
が
公

表
さ
れ
ま
す
。

　
現
況
報
告
書
に
は
、「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」
を
記
載
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
。

各
社
協
と
し
て
の
取
組
内
容
を
広
く
発
信
す

る
た
め
に
、
地
域
生
活
課
題
に
積
極
的
に
向

き
合
い
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
確
立
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
を
意
識
的
に
記
載
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
社
協
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
事
業
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す

る
特
徴
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」と
し
て
現

況
報
告
書
に
記
載
し
て
い
な
い
社
協
も
一
部

に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
社
会
福
祉
法
人
の

財
務
諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
」
を
通
じ

た
現
況
報
告
書
へ
の
入
力
の
際
に
、
担
当
者

が
記
載
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
未

記
入
の
ま
ま
提
出
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
現
況
報
告
書
に
記
載
が
な
け
れ
ば
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
て
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
責
務

で
あ
る
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

を
実
施
し
て
い
な
い
社
協
と
し
て
見
ら
れ
か

ね
ま
せ
ん
。
改
め
て
各
社
協
で
の
取
組
内
容

を
確
認
い
た
だ
き
、
広
く
国
民
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
観
点
か
ら
、
意
識
的
に
取
組
内
容
を
記

載
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
具
体
的
に
は
、
現
況
報
告
書
の
「
11‒

2
．

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
（
地
域
公
益

事
業
含
む
）」
の
項
目
で
、
記
載
す
る
内
容
は
、

「
①
取
組
類
型
コ
ー
ド
分
類
」「
②
取
組
の
名

称
」「
③
取
組
の
実
施
場
所
（
区
域
）」「
④
取

組
内
容
」
で
す
（
図
表
1
）。

　
図
表
2
を
参
考
に
、
各
社
協
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
」
の
内
容
を
現
況
報
告
書
へ
漏
れ
な
く
記

載
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
4
月
14
日
付
の

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
事
務
連

絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴

う
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ

い
て
（
そ
の
2
）」
で
は
、
現
況
報
告
書
を
含
め
社

会
福
祉
法
人
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
出
勤
抑
制
等
に
よ
り
、「
現

に
や
む
を
得
ず
こ
れ
ら
の
作
業
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
場
合
」
に
は
、
支
障
が
な
く
な
り
次
第
、
で

き
る
限
り
速
や
か
に
履
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、「
現
に
や
む
を
得
ず
こ
れ
ら
の
作
業
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
場
合
」
の
「
支
障
」
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
4
月
27
日
付
で
発
出
さ
れ
た
同

事
務
連
絡
に
関
す
る
Q
&
A
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま

ん
延
の
抑
制
を
図
る
観
点
か
ら
、
法
人
に
お
い
て

執
っ
た
措
置
で
あ
れ
ば
よ
く
、
個
別
具
体
的
な
要

件
を
設
定
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
同
事
務
連
絡
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
所
轄

庁
へ
の
事
前
協
議
等
の
手
続
き
は
必
須
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

すべての社協の
「地域における公益的な取組」

の発信率 100％へ
～現況報告書への漏れのない記載をお願いします～

お知らせ
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すべての社協の「地域における公益的な取組」の発信率 100％へ
～現況報告書への漏れのない記載をお願いします～お知らせ

図表 2　現況報告書への記載例
取組例 現況報告書での取組類型コード分類

□実習生の受け入れ
⑦地域住民に対する福祉教育

実習生や研修生等の受入れによる福祉人材の育成
□行事やバザーの開催

⑨その他
行事やバザーを通じた早期発見に向けた相談しやすい環境づくり
□複数法人間連携事業への参画

⑧地域の関係者とのネットワークづくり
連携事業への参画による地域のセーフティネット構築
□認定就労訓練事業の実施

①地域の要支援者に対する相談支援
認定就労訓練事業としての生活困窮者への就労支援
□災害時に備えた地域のコミュニティづくり

⑧地域の関係者とのネットワークづくり
地域住民と連携した防災体制の構築
□地域の子育て家庭の相談支援

①地域の要支援者に対する相談支援
園庭開放・近隣地域の子育て家庭を対象とした育児相談
□児童虐待防止ネットワーク

③地域の要支援者に対する権利擁護支援
児童虐待防止ネットワークへの参画
□子育てサロン

⑥地域の福祉ニーズ等を把握するためのサロン活動
子育てサロンの実施による子育て家庭の居場所づくり
□障害の理解促進の取組

⑦地域住民に対する福祉教育
地域住民の交流による障害の理解促進
□買い物支援サービス

②地域の要支援者に対する配食、見守り、移動等の生活支援
移動が困難な障害者等に対して買い物支援サービスを実施
□配食サービス

②地域の要支援者に対する配食、見守り、移動等の生活支援
高齢者世帯に夕食を低額で配り安否確認を実施
□認知症カフェ

⑥地域の福祉ニーズ等を把握するためのサロン活動
認知症カフェの開催による認知症への理解と課題共有
□生活困窮者への生活費支援

④地域の要支援者に対する資金や物資の貸付・提供
生活困窮者への生活費支給や物資の貸付
※ 全社協・社会福祉施設協議会のパンフレット「社会福祉法人・福祉施設の『地域における公益的な取組』の発信率 100％へ」（平
成 31年 3月）をもとに作成。

①

②

「地域における公益的な取組①（地域の要支援者に対する相談支援）」
「地域における公益的な取組②（地域の要支援者に対する配食、見守り、移動等の生活支援）」
「地域における公益的な取組③（地域の要支援者に対する権利擁護支援）」
「地域における公益的な取組④（地域の要支援者に対する資金や物資の貸付・提供）」
「地域における公益的な取組⑤（既存事業の利用料の減額・免除）」
「地域における公益的な取組⑥（地域の福祉ニーズ等を把握するためのサロン活動）」
「地域における公益的な取組⑦（地域住民に対する福祉教育）」
「地域における公益的な取組⑧（地域の関係者とのネットワークづくり）」
「地域における公益的な取組⑨（その他）」

「①取組類型コード分類」
は、入力候補の一覧から
選択します。

＜取組類型コード分類＞

図表 1　現況報告書の「地域における公益的な取組」の記入欄
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1
． 

連
載
の
ね
ら
い

　

今
号
か
ら
1
年
間
、
小
地
域
福
祉
活
動
に

つ
い
て
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
連
載
の
ね
ら
い
と
し
て
は
、
令

和
元
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
開
催
し
た
「
地

域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
と
多
様

な
参
加
・
協
働
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会

（
地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
）」
の
最
終
報

告
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
小
地
域
福
祉

活
動
の
到
達
点
と
課
題
を
確
認
し
、
こ
れ
か

ら
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
で
す
。
同
報
告
書
で
は
「
包
括
的
な
支

援
体
制
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る

う
え
で
、
小
地
域
福
祉
活
動
が
ど
の
よ
う
に

推
進
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
全
国
の
具
体
的

な
事
例
を
参
考
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
会
議
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
連
載
で
同
報
告

書
の
内
容
を
賛
美
し
た
り
啓
蒙
し
た
り
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
報
告
書
は
、
検

討
会
の
メ
ン
バ
ー
が
導
き
出
し
た
最
善
の
も

の
で
あ
り
、
報
告
書
の
内
容
が
法
律
に
反
映

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
全
国
に
お
け
る
社
会
福

祉
の
政
策
や
実
践
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
す
。

し
か
し
、
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
の
時
代

と
異
な
り
、
国
の
法
律
が
全
国
津
々
浦
々
に

ま
で
浸
透
す
る
と
い
う
考
え
方
を
も
つ
こ
と

は
時
代
錯
誤
と
い
え
ま
す
。
事
実
、
同
報
告

書
の
内
容
も
、
各
自
治
体
、
各
地
域
の
特
性

や
考
え
方
を
尊
重
し
た
も
の
で
、
強
制
力
が

と
も
な
う
内
容
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
連
載
で
取
り
上
げ
る
事
例
は
、
検
討
会

が
示
し
た
共
生
社
会
や
包
括
的
な
支
援
体
制

に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
事
例

を
選
ぶ
つ
も
り
で
す
が
、
連
載
を
通
し
て
各

地
で
同
様
の
実
践
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
事
例

の
内
容
と
と
も
に
、
事
例
の
裏
側
に
い
る
活

動
者
や
実
践
者
の
思
い
や
こ
だ
わ
り
、
そ
の

実
践
の
な
か
に
存
在
す
る
現
場
の
哲
学
に
も

接
近
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
検
討
会
の
報
告
書

は
具
体
的
な
実
践
内
容
に
ま
で
か
な
り
踏
み

込
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
小
地
域
福

祉
活
動
と
は
も
っ
と
自
由
な
も
の
で
あ
る
べ

き
で
す
。
地
域
住
民
の
困
っ
て
い
る
と
い
う

声
や
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
状
況
に
応
じ

て
、
柔
軟
に
活
動
を
展
開
で
き
る
こ
と
が
小

地
域
福
祉
活
動
の
強
み
の
は
ず
で
す
。
国
の

検
討
会
や
法
律
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
が
小
地
域
福
祉
活
動
を
良
い

方
向
に
導
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
思
い
を
胸
に
、
私
自
身
も
、
連
載
を
通
し

て
小
地
域
福
祉
活
動
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
． 

地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
報
告
を

読
み
解
く

　

国
の
施
策
に
対
し
て
否
定
的
な
書
き
出
し

に
読
め
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
検
討
会
の

報
告
書
が
今
の
時
代
の
小
地
域
福
祉
活
動
に

影
響
を
与
え
得
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
次
に
検
討
会
報
告
書
の
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
て
お
き
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
の
中
心
的
な
議
論
は
、
市
町

村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
で
す
。
包
括
的
な
支
援
体
制
に
つ
い

て
は
平
成
29
年
の
法
改
正
で
も
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
報
告
書
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
次
の

3
つ
の
具
体
的
な
支
援
に
整
理
し
て
説
明
し

て
い
ま
す
。

①�

断
ら
な
い
相
談
支
援

　

そ
も
そ
も
相
談
支
援
の
現
場
で
相
談
を
断

る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

社
会
福
祉
の
相
談
窓
口
は
一
般
的
に
そ
の
根

拠
と
な
る
法
律
に
基
づ
い
て
制
度
ご
と
に
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
相
談
を
受
け
付
け
る

と
き
に
、
そ
の
相
談
内
容
が
制
度
に
該
当
す

る
も
の
か
選
別
さ
れ
、
そ
こ
で
該
当
し
な
い

と
判
断
さ
れ
る
と
、
他
部
署
や
他
機
関
を
紹

介
さ
れ
ま
す
。
も
し
く
は
、
対
象
者
が
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
家
族
の
場
合
、
対

応
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
相
談
に
の
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。
断
ら
な
い

相
談
支
援
と
は
、
そ
う
し
た
状
況
が
生
み
出

さ
れ
な
い
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で

す
。
市
町
村
に
よ
っ
て
は
「
な
ん
で
も
相
談

窓
口
」
な
ど
を
整
備
し
て
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

対
応
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ

　
今
号
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
地
域
づ
く
り
の
い
ろ
は
」。
本
連
載
で
は
、10
回
に
わ
た
り

東
京
都
立
大
学
の
室
田
信
一
准
教
授
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
社
協
が
進
め
て
き
た
地
域

づ
く
り
の
到
達
点
と
課
題
を
確
認
し
、
今
後
、
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
を
構

築
す
る
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
小
地
域
福
祉
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
、
実
践
事
例
を

通
じ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
第
1
回
は
、
本
連
載
の
ね
ら
い
や
進
め
方
と
と
も
に
、
令
和
元
年
12

月
に
公
表
さ
れ
た
地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
と
小
地
域
福
祉
活
動
の
意
義
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
と

小
地
域
福
祉
活
動
の
意
義

東
京
都
立
大
学
人
文
社
会
学
部
　
准
教
授

室
田
　
信
一

の
り
く
づ
域
地

は
ろ
い

連載 第 1 回
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も
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
総
合

相
談
窓
口
の
設
置
が
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
や
高
齢
、
障
害
と
い
っ
た
属
性
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
多
機
関
が
協
働
し
て
、
継
続
的
に

つ
な
が
り
続
け
る
支
援
体
制
が
要
件
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
小
地
域
福
祉
活
動
に
お
い

て
も
、
活
動
の
な
か
で
把
握
さ
れ
た
住
民
の

困
り
ご
と
な
ど
を
、
適
切
な
相
談
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
こ
と
や
、
反
対
に
関
係
機
関
の
継

続
的
な
見
守
り
を
手
伝
う
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

②�

参
加
支
援

　

参
加
支
援
と
は
、
多
様
な
社
会
参
加
に
向

け
た
支
援
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
就
労
支

援
や
居
住
支
援
、
学
習
支
援
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
制
度
の
支
援
で
は

対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
自
治
体

や
地
域
の
中
で
独
自
に
開
発
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
や
取
り
組
み
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
に
は
、
具
体
例
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
向
け
の
就
労
体
験
に
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

に
あ
る
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
地
域
の

空
き
家
を
活
用
し
た
不
登
校
の
生
徒
向
け
の

学
習
支
援
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
い
う
参
加
支
援
に
関
し
て
は
あ
ま
り
限

定
的
に
と
ら
え
な
い
方
が
よ
い
と
私
は
考
え

ま
す
。
小
地
域
福
祉
活
動
に
は
参
加
支
援
を

提
供
す
る
機
会
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
し
、
生

活
支
援
の
活
動
な
ど
は
、
参
加
支
援
と
連
続

的
な
活
動
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の

サ
ロ
ン
活
動
が
引
き
こ
も
り
状
態
の
若
者
の

社
会
参
加
の
場
に
な
る
こ
と
や
、
地
域
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自

営
業
が
継
続
で
き
る
高
齢
世
帯
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

③�

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

　

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
地
域
づ
く
り
」
と
は
、
ま
さ
し
く
小

地
域
福
祉
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、

小
地
域
福
祉
活
動
に
発
展
す
る
前
段
階
の
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
が
こ
こ
に

含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

私
は
検
討
会
で
図
を
用
い
て
住
民
活
動
の
構

造
を
説
明
し
ま
し
た（
図
）。
こ
の
図
は
氷
山

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
て
、
地
域
の
活
動
に
お

い
て
可
視
化
さ
れ
て
い
る
部
分
は
A
や
B
の

み
で
、
C
の
部
分
は
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
A
や
B
の
み
を
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
作
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
C
の

部
分
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
A
や
B
の
機
能

は
限
定
的
に
な
り
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
C
の
部
分
を

活
性
化
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
の
拠
点
や
居
場
所
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
機
能
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

3
． 

連
載
の
進
め
方

　

こ
の
よ
う
に
国
の
政
策
が
小
地
域
福
祉
活

動
を
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

一
方
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
の
政

策
で
求
め
ら
れ
て
い
る
活
動
を
目
指
す
と
い

う
考
え
に
至
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
こ
の
連

載
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
現
場
で
は
何

が
大
切
に
さ
れ
て
い
て
、
何
が
目
指
さ
れ
て

い
る
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
物

語
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動

が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
活
動
の

原
理
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
小
地
域
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
や
、

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
個
別
支
援
検
討
の
場
、
地
域
福

祉
の
財
源
づ
く
り
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
取
り
上

げ
る
べ
き
活
動
が
あ
れ
ば
、
是
非
と
も
ご
提

案
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
自
粛
を
し
て
い
る
小
地
域
福
祉
活
動
が

全
国
に
た
く
さ
ん
存
在
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
人
の
生
活
が
小
地
域
福
祉
活
動

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
早

く
元
の
状
態
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
騒
動
後
の
地
域
社
会
が
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
と
な
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
新
た
な
方
向

性
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

・「断らない」相談支援など
　の課題解決の機能
・新たに開発された活動や
　サービス（参加支援）

・プラットフォーム
・協議体
・ネットワーク

・従来から存続する地縁関係
・顔見知り、 お互い様の関係
・地域の活動などに参加・
　協力する関係
・問題意識を共有する関係
・住民/当事者の中に培われる
　リーダーシップ

A

B

C

図　 住民活動の構造

（室田作成、検討会提出資料を一部修正）
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障
害
当
事
者
支
援
に
向
け
た
歩
み

　

淡
路
市
社
協
（
以
下
、
市
社
協
）
が
「
障

害
当
事
者
の
社
会
参
加
と
地
域
へ
の
貢
献

活
動
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

旧
北
淡
町
社
協
（
現
淡
路
市
社
協
地
域
支

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
ほ
く
だ
ん
）
の
第
一
次

地
域
福
祉
推
進
計
画（
平
成
13
年
）に「
地

域
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
通
え
る
作
業

所
を
作
ろ
う
」
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
凪
保
憲
事

務
局
長
は
、
当
時
の
思
い
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
計
画
の
策
定
後
、『
親
の
立
場
で
地
域

で
生
活
す
る
知
的
障
が
い
者
の
暮
ら
し
と

権
利
を
考
え
る
会
』
が
発
足
し
、
作
業
所

設
置
運
動
に
保
護
者
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
の
が
、
現
在
の
実
践
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
過
程
と
可
能
性
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
単
に
障
害
者
の
居
場

所
や
就
労
機
会
を
創
出
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
で
暮
ら
し
あ
う
人
同
士
が
と
も
に
認

め
合
い
な
が
ら
、
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ

た
り
す
る
互
助
の
循
環
を
生
み
出
し
た
い
。

そ
ん
な
考
え
が
芽
生
え
た
の
で
す
」

　

市
社
協
が
ま
ず
最
初
に
行
っ
た
の
が
、

地
域
福
祉
学
習
「
気
づ
き
の
広
場
」
だ
っ

た
。
こ
の
学
習
会
を
始
め
た
背
景
に
は
、

支
援
に
よ
っ
て
当
事
者
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
さ
れ
て
も
、
住
民
が
正
し
く
当
事
者
を

理
解
し
な
け
れ
ば
偏
見
や
差
別
意
識
は
払

拭
で
き
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
加

え
て
、
社
協
に
は
当
事
者
へ
の
正
し
い
理

解
を
促
す
機
会
を
提
供
す
る
責
任
が
あ
る

と
考
え
、
障
害
者
問
題
を
中
心
に
、
部
落

問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
扱
っ

た
学
習
会
を
開
催
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
学
習
会
は
、
地
域
住
民
を
対
象
に
平

成
13
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
13
年

間
に
わ
た
り
継
続
し
て
き
た
が
、
そ
の
後

の
住
民
・
当
事
者
（
そ
の
家
族
）・
福
祉
職

相
互
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
よ
る
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
土
台
と
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
市
社
協
の
取
り

組
み
に
対
す
る
地
域
の
賛
同
者
を
増
や
す

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
幸
来
（
は
ぴ
く

る
）」
を
オ
ー
プ
ン

　

市
社
協
が
「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
幸
来
」（
以

下
、
幸
来
）
を
開
所
し
た
の
は
、
平
成
23

年
の
こ
と
で
あ
る
。
幸
来
は
「
障
害
当
事

者
の
就
労
支
援
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
に

障
害
者
観
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
め

ざ
す
」
と
い
う
当
初
か
ら
の
思
い
の
実
現

を
め
ざ
し
た
事
業
所
だ
。

　
「
幸
来
の
目
的
は
、
障
害
当
事
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

必
要
な
収
入
を
得
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

障
害
当
事
者
に
よ
る
店
舗
運
営
を
通
じ
て

地
域
住
民
に
彼
ら
彼
女
ら
の
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
」
と
、
凪
事
務

局
長
。

　

障
害
当
事
者
が
作
る
う
ど
ん
を
地
域
住

民
に
食
べ
て
も
ら
い
、「
お
い
し
い
！
」
と

評
判
に
な
り
、
来
店
者
が
他
の
地
域
住
民

に
紹
介
す
る
。
こ
の
循
環
を
地
域
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
で
生
み
出
す
こ
と
で
、
障
害

当
事
者
に
対
す
る
差
別
意
識
や
偏
見
の
払

拭
、
さ
ら
な
る
相
互
理
解
に
つ
な
が
る
と

考
え
た
。

　

幸
来
で
は
、
製
麺
・
出
汁
づ
く
り
か
ら

接
客
ま
で
す
べ
て
の
作
業
を
障
害
当
事
者

が
担
う
。「
安
く
て
お
い
し
い
う
ど
ん
」と

し
て
、
地
域
住
民
か
ら
好
評
と
な
り
、
毎

月
約
2
0
0
0
人
が
平
均
し
て
訪
れ
て
い

る
。
最
初
は
接
客
に
苦
戦
し
て
い
た
障
害

当
事
者
も
次
第
に
上
達
し
、
今
で
は
障
害

当
事
者
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
来
店
す
る

常
連
客
も
多
い
と
い
う
。
幸
来
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
、
障
害
当
事
者
を
理
解
し
、

お
互
い
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
生
活
多
機
能
拠
点

「
い
づ
か
し
の
杜
」
を
オ
ー
プ
ン

　

さ
ら
に
、
市
社
協
で
は
、
平
成
26
年
に

地
域
生
活
多
機
能
拠
点「
い
づ
か
し
の
杜
」

を
立
ち
上
げ
た
。
小
規
模
過
疎
集
落
が
点

在
す
る
中
山
間
地
に
あ
っ
た
保
育
所
の
跡

地
を
譲
り
受
け
、
な
ん
で
も
屋
（
集
落
コ

ン
ビ
ニ
・
食
堂
・
喫
茶
店
）
と
し
て
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
店
舗
運
営
だ
け
で

な
く
、
移
動
販
売
や
弁
当
の
宅
配
等
も

社協活動
最前線
淡路市
社会福祉協議会

障害当事者の社会参加を
通じて、地域住民の
生活課題の解決と
共生循環型地域社会の
実現をめざす

桓武天皇の勅願寺である常隆寺。都で起
こった疫病や天変地異が淡路へ流された
弟の祟りであるとして建立された。豊か
な自然と高山信仰の聖地として地元で親
しまれている。

淡路市社協では、障害当事者の社会
参加を促進し、地域住民とのコミュ
ニケーションを育むとともに、地域
課題の解決に向けたさまざまな活動
を展開している。「共生循環型地域
社会」の創出を目標にすえた、さま
ざまな取り組みと活動を展開するう
えでの思いや工夫についてお話をう
かがった。

社協データ
【地域の状況】（令和2年5月1日現在）
人　　口　　43,267人
世 帯 数　　20,032世帯
高齢化率　　37.8％

【社協の概要】（令和2年4月1日現在）
理　　事　　  13人
評 議 員　　  35人
監　　事　　    2 人
職 員 数　　114人（正規職員23人、嘱託29人、 
パート職員62人）

【主な事業】
⃝福祉総合相談（すまいるネット）
⃝地区社協・まちづくり協議会等の運営支援
⃝食糧支援・生活備品貸与事業
⃝認知症家族等のSHG支援
⃝制度外支援（ファミリーサポート、タイムケア） 
⃝社協のえんむすび事業
⃝生活支援体制整備事業の受託運営
⃝生活困窮者自立相談支援事業の受託運営
⃝障害者相談支援事業の受託運営
⃝�介護保険事業（居宅介護支援、通所介護、 
訪問看護、福祉用具貸与）

⃝�障害福祉事業（計画相談、就労継続支援B型、 
生活介護、就労移行支援、共同生活援助、 
移動支援）等
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行
っ
て
い
る
。「
い
づ
か
し
の
杜
」の
設
立

の
経
緯
に
つ
い
て
、
凪
事
務
局
長
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。「『
い
づ
か
し
の
杜
』

が
あ
る
地
区
に
も
か
つ
て
は
日
用
品
等
を

販
売
す
る
小
売
店
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
人
口
減
少
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
廃
業

し
ま
し
た
。
買
い
物
を
す
る
に
は
、
車
で

出
か
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
公
共
交

通
機
関
も
少
な
く
、
免
許
を
返
納
す
る
高

齢
者
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
買
い

物
困
難
者
が
増
え
て
い
ま
し
た
」。

　

こ
う
し
た
生
活
課
題
を
踏
ま
え
て
、
市

社
協
で
は
「
い
づ
か
し
の
杜
」
の
設
立
当

初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
移
動
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
移
動
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
際
に
は
、
地
域
住
民
や
市
社
協

の
理
事
会
・
運
営
委
員
会
、
民
児
協
等
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聴
き
な
が
ら
個
別

の
調
整
も
行
っ
た
と
い
う
。
移
動
販
売
で

は
、
専
用
の
移
動
販
売
車
「
い
づ
か
し
号
」

に
日
用
品
等
約
4
0
0
品
を
積
み
込
み
、

週
5
日
（
月
曜
か
ら
金
曜
）、
山
間
部
の
集

落
を
障
害
当
事
者
と
市
社
協
職
員
の
2
名

で
巡
回
し
て
い
る
。
訪
問
先
は
、
全
部
で

約
55
か
所
。
移
動
販
売
当
日
は
「
い
づ
か

し
号
」
に
多
く
の
地
域
住
民
が
集
ま
る
。

レ
ジ
打
ち
や
精
算
、
商
品
の

袋
詰
め
な
ど
を
障
害
当
事
者

が
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

地
域
住
民
と
の
何
気
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
障
害
当
事
者
へ
の

理
解
が
進
み
、
障
害
当
事
者

に
と
っ
て
は
地
域
で
の
役
割

意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
な

ど
、
相
乗
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
買
い
物

後
に
地
域
住
民
が
残
っ
て
談

笑
す
る
こ
と
も
増
え
、
普
段

か
ら
お
互
い
の
安
否
を
気
に

か
け
合
う
関
係
が
生
ま
れ
て

い
る
。
市
社
協
と
し
て
も
住

民
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
把

握
す
る
機
会
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
移
動
販
売
を
就

労
継
続
支
援
B
型
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の

循
環
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
。
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
報
酬
は
、
職
員
の
雇
用

や
地
域
貢
献
費
用
に
充
て
つ
つ
、
移
動
販

売
で
得
た
利
益
は
市
内
事
業
者
へ
の
仕
入

れ
や
障
害
当
事
者
の
賃
金
と
し
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
は
、
ま
さ
に
市
社
協
が
目
標

に
掲
げ
る
「
共
生
循
環
型
地
域
社
会
」
の

実
践
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

共
生
循
環
型
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
社

協
は
、「
共
生
循
環
型
地
域
社
会
」
の
実
現

を
め
ざ
す
。「
共
生
」と
は
誰
も
が
自
分
た

ち
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
認
め

あ
っ
て
暮
ら
す
こ
と
で
あ
り
、「
循
環
型

地
域
社
会
」
と
は
住
民
た
ち
が
お
互
い
に

助
け
合
い
「
人
、
物
、
金
、
役
割
」
が
循

環
す
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。
市
社
協
で

は
、
こ
の
二
つ
の
理
念
を
兼
ね
備
え
た

「
地
域
づ
く
り
」の
展
開
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

　
「
淡
路
市
の

高
齢
化
率
は

38
％
を
超
え
、

人
口
も
減
る
一

方
で
す
。
今
何

も
手
を
打
た
な

け
れ
ば
、
生
活

環
境
は
悪
く
な

る
ば
か
り
で

し
ょ
う
。
地
域
に
暮
ら
す
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

こ
の
『
共
生
循
環
型
地
域
社
会
』
の
創
出

を
め
ざ
し
た
私
た
ち
の
活
動
は
、
障
害
の

有
無
や
年
齢
、
性
別
等
を
越
え
た
真
の

『
地
域
共
生
社
会
』を
生
み
出
し
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
凪
事
務
局
長
は

力
強
く
語
る
。

　

今
後
の
展
望
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
を
障
害
当
事
者
の
利
用
の
み
な
ら
ず
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
や
生
活
困
窮

者
の
就
労
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
暮
ら
し
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
に
対

し
て
も
共
生
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
開

発
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
た
、
高
齢
者

の
孤
食
の
増
加
と
い
う
生
活
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
食
堂
・
子
ど
も
食
堂
の

よ
う
な
活
動
を
障
害
当
事
者
と
一
緒
に
進

め
る
こ
と
で
、
地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き

る
場
を
「
参
加
支
援
」
の
視
点
で
開
発
し

て
い
く
予
定
だ
。
市
社
協
で
は
、
こ
う
し

た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
活
動
を
開
発
・
展
開
し
て
い
く
。

淡路市（兵庫県）
平成17年 4月に、津名町、淡路町、北淡町、一宮町、東浦町の五町が合併して発足した。市は世界有数の吊り橋
である明石海峡大橋で神戸市とつながっており、交通の要所として栄えている。主な産業は漁業と農業。豊かで雄
大な自然にあふれ、近年は移住者や観光客が増加しており、淡路島のウエルカムシティとして多様なレジャーを楽
しむことができる。

「いづかし号」による移動販売での様子

うどんづくりから接客まですべての作業を障害当事者が担う「さぬきうどん幸来」
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被
害
の
概
要
と
災
害
V
C
設
置
ま
で

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
で
、
岡
山
県
倉

敷
市
真
備
町
は
、
町
内
を
流
れ
る
4
河
川
8

か
所
の
堤
防
が
決
壊
し
、
約
6
0
0
0
棟
の

家
屋
が
浸
水
、
51
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

る
と
い
う
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
浸

水
深
は
最
大
約
5
ⅿ
に
も
な
り
、
そ
の
光
景

に
目
を
疑
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
倉
敷
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市
社
協
）
で
は
、
倉

敷
市
と
事
前
に
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
た
こ
と
や
被
害
の
規
模
が
大
き
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
発
災
直
後
迷
う
こ
と
な
く
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害

V
C
）
の
設
置
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
。

　

ま
ず
は
市
社
協
の
既
存
事
業
の
延
期
や
中

止
の
検
討
、
職
員
配
置
の
検
討
、
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の
協
力
依
頼
、
災
害

V
C
設
置
場
所
の
選
定
と
交
渉
、
事
務
用
品

や
資
機
材
の
調
達
、
携
帯
電
話
の
確
保
な
ど
、

連
日
深
夜
に
ま
で
お
よ
ぶ
会
議
や
準
備
を
行

い
、
発
災
か
ら
5
日
後
に
災
害
V
C
を
設
置

し
た
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
や
高
速
道
路

無
料
化
手
続
き
等
の
対
応
に
人
手
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
災
害
V
C
に
配
置
で
き
た
職
員

は
わ
ず
か
7
名
程
度
し
か
お
ら
ず
、
不
安
と

緊
張
の
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

運
営
に
お
け
る
協
働
の
必
要
性

　

全
国
か
ら
来
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

ス
ム
ー
ズ
に
被
災
地
で
活
動
す
る
た
め
に
は
、

災
害
V
C
の
運
営
側
に
も
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
必
要
と
な
る
。
被
災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
受

付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
被
災
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
資
機
材
の

管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
日
頃
の
地
域
福
祉
活
動
で
つ
な
が
り
の

あ
っ
た
個
人
や
地
縁
団
体
だ
け
で
な
く
、
市

外
県
外
の
応
援
社
協
職
員
を
は
じ
め
、
先
災

地
で
の
活
動
経
験
が
あ
る
災
害
支
援
団
体
、

社
会
福
祉
士
会
等
の
職
能
団
体
、
企
業
な
ど
、

多
く
の
団
体
や
個
人
か
ら
支
援
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
な
か
に
は
数
か
月
に
わ
た
っ
て
、

引
継
ぎ
を
行
い
な
が
ら
継
続
的
に
関
わ
れ
る

団
体
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
団
体
に
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
災
害

V
C
の
運
営
を
安
定
さ
せ
て
い
っ
た
。

強
み
を
生
か
し
た
役
割
分
担

　

市
社
協
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
災
害
V
C

を
設
置
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で

大
規
模
な
被
災
は
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
災
地
で
の
活
動
経

験
の
あ
る
支
援
団
体
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

必
要
な
知
識
や
多
く
の
助
言
を
も
ら
い
な
が

ら
運
営
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
や
デ
ー
タ
集
計
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
企
業
や

N
P
O
法
人
に
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
考
え
た
取
り
組
み
や
企
画
の
提
案

を
受
け
、
協
議
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
人
材
派
遣
業
を
行
う
「
パ
ソ
ナ

岡
山
」
の
社
員
に
は
、
普
段
か
ら
電
話
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
派
遣
や
デ
ー
タ
集
計
と
い
っ
た

業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
も
ら
う
た
め
の

電
話
受
付
と
問
い
合
わ
せ
件
数
の
集
計
作
業

を
担
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
電
話
受

付
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
件
数
の
多
い
問

い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
パ
ソ
ナ

岡
山
と
は
そ
の
後
、
災
害
V
C
が
長
期
化
す

る
な
か
で
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
仕

事
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
電
話
受

付
業
務
を
安
定
的
に
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
食
料
品
や
生
活
用

品
の
配
送
を
行
う
「
お
か
や
ま
コ
ー
プ
」
に

は
、
資
材
や
飲
料
の
在
庫
管
理
と
現
地
へ
の

配
送
、「
日
本
赤
十
字
社
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
は
、
熱
中
症
や
手
洗
い
・
う
が
い
の

注
意
喚
起
、「
岡
山
県
社
会
福
祉
士
会
」
に
は
、

被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
応
対
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
ニ
ー
ズ
受
付
を
し
て
も
ら

う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
強
み
を
生
か

し
た
役
割
を
分
担
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て

き
た
。

�

（
次
号
に
続
く
）

　
本
連
載
で
は
、
被
災
地
社
協
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の
民
間
団
体
が
、
い
か
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
参
加
し
、
活
動
を
支
え
た
の
か
を
紹
介
し
て
い
く
。
第
1
回
と
な
る
今
号

は
、
倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

「
協
働
」
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
①

倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会

ジ
モ
ト
で
つ
な
が
る

災
害
ボ
ラ
セ
ン

連　載
第❶回
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編

集

後

記

　新年度、新型コロナウイルスの影
響で学校も休校となり、通学路にに
ぎやかさがなく寂しさを感じていま
したが、近所の子どもたちが奏でる
アルトリコーダーの音に癒されてい
ます。懐かしい曲も聴こえ、リコー
ダーの大きさに指がとどかなかった
小学生時代を思い出しました。

　さて、本誌では新たな連載「地域
づくりのいろは」「ジモトでつながる
災害ボラセン」「ともに歩もう！社会
福祉法人」をお届けします。
　本年度も新たな体制となった地域
福祉部と「NORMA 社協情報」をよ
ろしくお願いいたします。（寺）

Information

「未来の豊かな“つながり”のための全国アクション」
を発足

　新型コロナウイルスの感染拡大により、今、人と人と
が接触する機会を減らすことが求められ、ボランティア
活動や市民活動は制限され、力を発揮しにくい状況にあ
ります。このような状況下にあっても、住民同士の“つ
ながり”を継続するための活動方法や工夫、懸命な取り
組みが全国各地で新たに生まれています。
　つながることをあきらめず、感染防止策を講じながら
活動する方法や工夫を集めて提供する、悩み葛藤しなが
ら活動している仲間たちの交流を図る、そうした取り組
みを WEB 等を活用して進めることで、全国の活動者や
組織・団体の実践を後押ししたいと、このたび 11 の主
唱団体がその傘下の構成団体等とともに、「未来の豊か
な“つながり”のための全国アクション」を立ち上げま
した。
　ボランティアや市民活動の推進、地域における生活支
援等に関わってきた全国団体がこの運動を共同して進め
ることで、つながりづくりの機運を盛り上げ、あわせて
ICT などコミュニケーションツールの活用により、これ
までつながることができなかった人との新たな関わりを
生み出すなど、感染症への対応の収束後におけるより豊
かな地域共生社会づくりの活動につなげたいと考えてい
ます。

URL https://www.tunagari-action.jp

■�「未来の豊かな“つながり”のための全国アクション」
のホームページに掲載する活動事例を募集します

　各社協やボランティア団体、NPO 等で創意工夫のも
と展開されている、“つながり”を維持する活動や、新た

な“つながり”を創り出す活動等をぜひご応募ください。

【応募方法】
・�下記の「事例紹介の柱」を参考に word データで作成

し（500～600 字程度）、活動の様子がわかる写真の画
像データとともにメール添付して提出してください。

　提出先メールアドレス z-chiiki@shakyo.or.jp
・�メールの件名は「全国アクション事例応募（団体名）」

としてください。

【事例紹介の柱】
①タイトル
②団体名
③活動の内容
（記載内容例）
・活動を始めたきっかけや思い、活動のねらい
・�活動の内容、参加者・対象者、場所（対象エリア）、

時期・時間、周知方法、連携している団体
・活動の際、感染防止のためにやっていること、工夫

④活動の効果
（記載内容例）
・やってみて「よかったこと」「難しかったこと」
・関わった人からの反応
・課題やこれからの予定
・�“つながり”の活動をしている（しようとしている）

人へのメッセージ
⑤活動の様子がわかる写真、活動団体等のリンク先

※上記項目を網羅しなくても構いません。
※�事例のイメージは「地域福祉・ボランティア情報ネッ

トワーク」ホームページ（https://www.zcwvc.net/）
を参照してください。

全国社会福祉協議会 地域福祉部 
令和 2年度 職員体制

　全社協地域福祉部の令和 2 年度職員体制をお知らせし
ます。本年度は右記のメンバーで業務に取り組んで参り
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

部　長　高橋　良太� 部　員　根岸　泰之
副部長　水谷　詩帆� 嘱託職員　後藤　裕香
部　員　岡﨑　貴志� 出向職員　小林　頼子
部　員　赤坂　聡太� 出向職員　村田　敏明
部　員　寺嶋波留加
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氏　（経営強化委員長／地域共生社会推進委員会副委員長）

社会福祉法人常盤会理事長、法学修士、社会福祉士。厚生労働省「社会福祉法人の事業展開等に関す
る検討会」委員、公益財団法人日本知的障害者福祉協会「社会福祉法人の在り方検討委員会」委員長。

　2040 年問題がクローズアップされています。この
20 年で起こる急激な人口減少に対し、さまざまな議
論と施策が進められております。生産年齢人口、いわ
ゆる働き手世代の減少が著しい一方で、高齢者の比率
が高まることが予想され、福祉現場を支える人材の不
足も深刻な課題となってくるものと思われます。
　地域共生社会に向けた取り組みは、分野縦割りの福
祉支援を地域の包括的な支援体制に転換するとともに、
地域力を強化しなければ、これからの人口減少社会に
対応できないとの考えから導きだされた施策でもある
と考えられています。
　そして、地域共生社会を実現するうえで、中心的な
役割が期待されているのが「社会福祉法人」でありま
す。特に、福祉サービスの専門性とともに、地域力の
強化においては、社会福祉法人がこれまで積み重ねて
きた実践や地域とのつながりが強みとなり、地域共生
社会の構築に活かされるのではないかと期待されてい
ます。
　地域において分野縦割りの福祉支援から包括的な支
援体制へ転換していくために必要不可欠なことは、社
協と施設・事業所を経営する社会福祉法人が改めて手
を携え、「社会福祉法人」を中心とした地域での法人

間の連携、地域生活課題に対応する関係機関のネット
ワークを構築していくことであります。

　その際、重要な役割を担うのが社協だと思います。
本来、社協の役割として持つ地域の施設・事業所の連
携調整機能、いわゆる福祉関係者をつなぐ、プラット
ホーム機能を改めて発揮いただくことであります。
　現在、全国の都道府県で始まっている社会福祉法人
の連携・協働による生活困窮者レスキュー等の事業・
活動においても、社協が参画しこの機能を発揮してい
るところは連携・協働もスムーズに進められています。
今後さらに、市区町村圏域での取り組みを広げていく
ためにも社協の役割に期待しております。
　厚生労働省においては、令和元年度に「社会福祉法
人の事業展開等に関する検討会」が設置され 6回の
議論があり、社会福祉法人の連携の中核としての社協
の役割が改めて強調されました。あわせて、新たな連
携の枠組みである「社会福祉連携推進法人」の創設が
決定しました。
　今後、社協がこれらのさまざまな連携の中核として
積極的に関わっていくことが必要になると思います。

地域共生社会の実現と社会福祉法人

社協の役割と機能への期待
～「連携・協働」に向けて～

タッグを組んで支援の幅を 
広げる
　地域での連携が進めば、我々

社会福祉法人が持つ強みや専門性が結集します。
それぞれ点で行ってきた活動も連携により多様性
を生み、面として複合的な地域生活課題への対応
も可能になっていくものと思います。過疎に悩む
地域においても地域共生社会の実現に向けて地域
再生を試みるところが出てくるものと期待されます。
　また、人材確保に苦労している地域では、協働
化により、採用はもちろん、研修等を充実させる
ことで人材育成が図られ、キャリアパスの形成に
も寄与できます。さらにコスト面においてもさま

ざまなコストの軽減が図られると同時に効率化も
図られます。そして、災害支援でも、地域連携が
進むことで一層の取り組み強化につながるものと
思われます。
　このような取り組みを進めるうえでのキーワー
ドは「共生」であります。社協と施設・事業所を
経営する社会福祉法人がタッグを組むことによって、
地域での支援の幅が広がるとともにこれまで対応
できなかった取り組みも実現できると期待してい
ます。

　地域共生社会の実現をめざすなかで、施設を経営する社会福祉法人（以下、施設経営法人）と社協がともに地
域づくりを推進していくことが求められています。本連載では、施設経営法人と社協のさらなる連携強化のため、地
域における公益的な取組の活動事例も交えながら、全国社会福祉法人経営者協議会の関係者から社協への期待や
今後の展開について語っていただきます。
　初回となる今号では、全国社会福祉法人経営者協議会の久木元氏に、社協との連携・協働への期待についてご
寄稿いただきます。
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